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1 はじめに
我々はマイクロキャピラリー電極により安定したプラズマを生成することで、動物細胞に対し

低侵襲で高効率なプラズマ遺伝子導入法を確立した [1]。本研究ではプラズマ遺伝子導入法の植物

細胞への適用の可能性を明らかにするため、タマネギ表皮細胞に対して蛍光色素 (FITC-Dextran:

2 MDa)の導入を試みた。

2 実験方法
Fig.1に示すような 3.5 cmディッシュに植物細胞としてタマネギ表皮細胞を 20 cm角のアルミ

シートの上に設置し、FITC-Dextran溶液を滴下、また動物細胞としてMG-63(ヒト骨肉腫由来上皮

細胞)を培養した 96Wellプレートに GFP発現プラスミド DNA（pAcGFP1-N1:3.6 MDa)溶液を滴

下し、プラズマ照射を行った。溶液濃度は FITC-Dextranは 5 µg/µl、pAcGFP1-N1は 1 µg/µlとし、

滴下量はともに 6 µlとした。周波数 20kHz、10から 30 kVppの正弦波電圧を外径 70 µmの銅電極

に印加し、プラズマを生成した。照射時間は 5から 25 msとした。

3 結果と考察
Fig.2(a) に MG-63 細胞への pAcGFP1-N1 導入結果および (b) にタマネギ表皮細胞への FITC-

Dextran導入結果を示す。MG-63ではプラズマの直接照射部位 (図中赤丸の直径 1 mm)の細胞が死

滅し、その周囲でGFPの蛍光が確認された。タマネギ表皮細胞では、逆にプラズマの直接照射部

位のみで FITC-Dextranの蛍光が確認された。本結果は、動物細胞で傷害の起こるプラズマ照射条

件で細胞壁に何らかの変化が生じ、FITC-Dextranが導入されていると考えられる。
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Fig. 1: Schematic of microplasma

gene transfection system.
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Fig. 2: Bright field images. (a)MG-63 cells with fluorescence

of AcGFP, (b)Onion epidermal cells with fluorescence of FITC-

dextran.
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